
１０2023年（令和5年）11月15日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
釧
路
市
と
釧
路
港
湾
協
会
、
当
所
な
ど
が
主
催
す
る
『
釧
路
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
〜
共

に
歩
も
う
、
ひ
が
し
北
海
道
の
明
日
へ
。
持
続
可
能
な
物
流
を
め
ざ
し
て
〜
』
を

月

日
（
金
）
に
帯
広
市
で
開
催
し
、
約
１
１
０
人
が
参
加
し
た
。
同
市
で
の
開
催
は
５
年
ぶ

り
で
、
参
加
し
た
荷
主
や
港
湾
関
係
者
な
ど
へ
釧
路
港
の
利
便
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５年ぶりに帯広市で開催したポートセミナー

表彰を受け喜ぶ吉田会長

活発な意見交換が行われたグループ討議

事例を交えながら事業承継の現状や留意点を

解説する新宮氏

　
当
所
中
小
企
業
委
員
会
（
福

田
紀
幸
委
員
長
）
と
理
財
部
会

（
猿
子
満
彦
部
会
長
）
で
は
、

合
同
研
修
会
を
２
日
（
木
）
午

後
２
時
半
よ
り
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、

人
あ

ま
り
が
出
席
し
た
。

　
同
委
員
会
と
部
会
で
は
、
地

域
の
中
小
企
業
者
の
事
業
承
継

に
向
け
た
支
援
や
方
法
論
の
検

討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
、
道
内
に
お
け
る
中
小

・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
合
同
で
研
修
会

を
開
催
し
、
講
師
に
公
的
な
事

業
承
継
支
援
機
関
で
あ
る
北
海

道
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
の
新
宮
隆
太
統
括
責
任

者
を
招
い
た
。

　
冒
頭
、
福
田
委
員
長
が
「
研

修
を
通
じ
て
事
業
承
継
の
現
状

と
課
題
を
学
び
、
今
後
の
活
動

に
活
か
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
講
演
に
移
っ
た
。

　
講
演
で
新
宮
氏
は
同
セ
ン
タ

ー
の
概
要
や
事
業
内
容
を
紹
介

し
た
の
ち
、
事
業
承
継
の
現
状

に
つ
い
て
解
説
。
全
国
的
に
経

営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
２
０

２
５
年
に
は

歳
以
上
の
経
営

者
が
２
４
５
万
人
と
な
り
、
そ

の
約
半
数
が
後
継
者
未
定
と
推

計
さ
れ
る
こ
と
や
、
北
海
道
の

後
継
者
不
在
率
は
全
国
で
も
４

番
目
に
高
い
状
況
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
か
つ
て
は
親
族
内
承

継
が
９
割
以
上
を
占
め
た
が
、

直
近
で
は
役
員
や
従
業
員
、
第

三
者
へ
の
承
継
が
６
割
を
超

え
、
親
族
外
承
継
が
一
般
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
新
宮
氏
は
「
事
業
承
継
は
現

経
営
者
が
培
っ
て
き
た
細
か
い

情
報
や
経
営
資
源
を
全
て
承
継

す
る
こ
と
が
必
要
。

年
か
か

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
め
に

取
り
組
む
こ
と
で
選
択
肢
も
広

が
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
同

セ
ン
タ
ー
で
支
援
し
た
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
し
た
。
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月
５
、
６
日
に
新
潟
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
（
＝
全
女
連
・

畠
山
笑
美
子
会
長
）
の
全
国
大

会
で
『
個
と
し
て
光
る
』
女
性

会
事
業
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
長

賞
（
優
秀
賞
）
に
、
昨
年
度
当

所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会
長
）

が
実
施
し
た
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ

ジ
ー
氏
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
事
業
が
選
ば

れ
、
畠
山
会
長
よ
り

吉
田
会
長
へ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　
本
表
彰
は
他
の
模

範
と
な
る
事
業
や
活

動
に
対
し
て
表
彰
す

る
も
の
で
、
全
国
４

２
１
の
女
性
会
の
う

ち
、
最
優
秀
賞
１
つ
、
優
秀
賞

は
２
つ
の
女
性
会
が
受
賞
す

る
。
今
回
の
受
賞
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
で
苦
し
む
市
民
に

心
を
寄
せ
た
支
援
を
行
う
姿
勢

が
評
価
さ
れ
た
。

　
吉
田
会
長
は
「
本
コ
ン
サ
ー

ト
は
メ
ン
バ
ー
が
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に

団
結
力
が
高
ま
り
、
女
性
会
が

１
つ
に
な
っ
た
思
い
入
れ
の
あ

る
事
業
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を

頂
け
て
嬉
し
い
。
今
後
も
こ
の

良
い
流
れ
を
継
続
し
女
性
会
と

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と

受
賞
を
喜
ん
だ
。

　
当
所
役
員
を
対
象
と
し
た 

〝
第
２
回
議
論
百
出 

釧
商
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
〞
が
８
日
（
水
）

午
後
４
時
か
ら
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、
第
１
回
で
提
案
さ

れ
た
①
中
心
市
街
地
活
性
化
・

再
生
②
産
業
振
興
③
教
育
関
連

④
そ
の
他
の
４
テ
ー
マ
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
る
た
め
、
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
栗
林
定
正
会
頭
は
前

回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

盛
ん
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
御
礼
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
自
身
の
体
験
談
を
踏
ま
え

て
「
今
年
の
夏
は
各
地
で
災
害

級
の
暑
さ
と
な
り
、
来
年
も
さ

ら
に
暑
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
来
年
の
夏
ま
で
に
釧
路

の
涼
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

方
法
を
検
討
し
た
い
」
と
自
ら

の
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
「
会
議
所
と
し
て
成
果

を
求
め
る
活
動
に
つ
な
げ
る
た

め
に
前
例
に
捉
わ
れ
な
い
自
由

闊
達
な
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
提

案
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
整
理

・
検
討
し
、
諸
会
議
を
経
て
次

年
度
の
事
業
計
画
や
会
議
所
活

動
に
反
映
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
釧
路
税
務
署
で
は
、
事
業
所

得
や
不
動
産
所
得
を
有
す
る
方

を
対
象
に
青
色
申
告
決
算
書
や

確
定
申
告
書
の
書
き
方
、
決
算

の
留
意
事
項
、
税
法
の
改
正
点

な
ど
を
解
説
す
る
『
決
算
説
明

会
』
を

月

日
（
水
）
に
道

東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

し
ま
す
。

　
説
明
会
は
午
前
９
時
半
〜
同

時
半
ま
た
は
午
後
１
時
半
〜

同
３
時
半
の
時
間
帯
で
受
講
で

き
ま
す
。

　
参
加
希
望

者
は
、

月

１
日
（
金
）

ま
で
に
同
署

０
１
５
４
（

）
５
１
３
１
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
国
税
庁
の
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
上
記
Ｑ
Ｒ
）

で
は
記
帳
方
法
な
ど
の
解
説
動

画
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
署
が
決
算
説
明
会

月

日
に
開
催

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
釧
路
開
発

建
設
部
の
大
野
崇
次
長
が
ひ
が

し
北
海
道
地
域
に
お
け
る
道
路

網
の
整
備
状
況
に
加
え
、
令
和

６
年
度
に
予
定
し
て
い
る
『
阿

寒
Ｉ
Ｃ
―
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
』
間
の

開
通
後
は
帯
広
か
ら
釧
路
港
ま

で
の
所
要
時
間
が

分
近
く
短

縮
さ
れ
、
１
時
間

分
に
な
る

と
説
明
し
た
。

　
続
い
て
釧
路
市
港
湾
空
港
課

の
大
家
昌
敏
計
画
・
物
流
主
幹

が
釧
路
港
の
概
況
を
紹
介
。
ひ

が
し
北
海
道
地
域
の
貨
物
の
う

ち
年
間
約
１
２
３
３
万
㌧
が
苫

小
牧
港
を
は
じ
め
小
樽
港
、
函

館
港
を
利
用
し
輸
送
さ
れ
て
お

り
、
釧
路
港
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
時
間
短

縮
に
つ
な
が
る
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、
川
崎
近
海
汽
船
㈱
釧

路
支
店
の
塩
見
圭
支
店
長
は
内

航
船
定
期
航
路
や
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講

演
。
船
舶
に
よ
る
道
内
物
流
が

苫
小
牧
港
へ
集
中
し
て
い
る
こ

と
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
・
高

齢
化
し
て
い
る
現
状
に
触
れ
、

来
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
時
間

外
労
働
の
是
正
に
よ
り
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
集
配
体
制
の
維
持
が

困
難
に
な
る
と
指
摘
。
釧
路
港

へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
長
距
離

運
転
の
ほ
か
燃
料
費
高
騰
な
ど

に
も
対
応
で
き
る
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
三
ッ
輪
運
輸
㈱
の
斎

藤
至
外
航
課
長
は
韓
国
・
釜
山

港
と
の
外
航
船
定
期
航
路
に
つ

い
て
、
住
宅
建
材
の
輸
入
や
魚

油
・
魚
粉
の
輸
出
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
紹
介
。
ま
た
、
近
年

道
内
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て

お
り
、
有
事
の
際
に
物
流
を
止

め
な
い
た
め
の
リ
ス
ク
分
散
の

観
点
か
ら
も
釧
路
港
の
活
用
が

カ
ギ
に
な
る
と
強
調
し
た
。

　
最
後
に
、
栗
林
定
正
当
所
会

頭
が
２
０
２
４
年
問
題
や
近
年

多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て
言
及
し
「
港
は
陸
路

と
海
路
、
鉄
路
と
海
路
を
結
ぶ

結
節
点
で
あ
り
重
要
な
物
流
の

要
所
」
と
述
べ
「
我
が
国
有
数

の
食
料
生
産
地
で
あ
る
帯
広
の

皆
さ
ま
と
手
を
携
え
持
続
可
能

な
物
流
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。


